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＋
Ｓ
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▶ ◀OfByForコラム
地域の

地域による
地域のための

第㉜回

◆第2回[関西]農業ワールド（第2回[関西]農
業 資 材EXPO ／ 第2回[関 西]次 世 代 農 業
EXPO ／第2回[関西]6次産業化EXPO）
会期：2018年5月9日（水）～ 11日（金）▷開催
時 間：10：00 ～ 18：00（最 終 日 は17：00ま
で）▷会場：インテックス大阪（大阪市住之江
区南港北1-5-102）▷入場料：Web登録・招待
券持参者（招待券請求無料）は無料＊招待券が
無い場合5,000円▷主催：リード エグジビシ
ョン ジャパン/問合せ先：03-3349-8511

◆自治体総合フェア2018（第22回）
会期：2018年5月16日（水）～ 18日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
東京ビッグサイト 西ホール（東京都
江東区有明3-11-1）▷参加費：無料（原
則は招待券持参者・事前登録者、た
だし当日登録者も可）▷ 主催：（一社）
日本経営協会/問合せ先：事務局03-
3403-1338（日本経営協会内）

◆JECA FAIR 2018 ～第66回電設工業展～
会期：2018年5月23日（水）～ 25日（金）▷開催時
間：10：00 ～ 17：00（初日の開始は10：30、最
終日の終了時間16：30）▷会場：インテックス
大阪 3・4・5号館（大阪市住之江区南港北1-5-
102）▷入場料：無料（登録制／ 4月2日から事前
登録受付開始予定）▷ 主催：一般社団法人日本

電設工業協会/問合せ先：事務局03-5413-2163
◆バイオマスエキスポ2018

会期：2018年5月30日（水）～ 6月1日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
東京ビッグサイト（東京都江東区有明
3-11-1）▷参加費：事前登録者無料▷主
催：バイオマスエキスポ実行委員会／
共催：日刊工業新聞社／（一社）日本有
機資源協会/問合せ先：03-5644-7221（日
刊工業新聞社 業務局 イベント事業部）

◆東京国際消防防災展2018
会期：5月31日（木）～ 6月3日（日）▷開催時間：
10：00 ～ 17：00（最終日は16：30まで）▷会
場：東京ビッグサイト 東5・6・7ホール、東
屋外特設会場（東京都江東区有明3-11-1）▷入
場料：無料（登録制）▷主催：東京消防庁／株
式会社東京ビッグサイト／東京国際消防防災
展2018実行委員会/問合わせ先：事務局03-
5530-1121（株式会社東京ビッグサイト内）

◆PVJapan2018
会期：2018年6月20日（水）～ 22日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：パシ
フィコ横浜（横浜市西区みなとみらい1-1-
1）▷入場料：無料▷主催：一般社団法人
太陽光発電協会（JPEA）/問合せ先：運営事
務局03-6812-8694（日経ピーアール内）

◆第13回再生可能エネルギー世界展示会
会期：2018年6月20日（水）～ 22日（金）▷ 開催時
間：10：00 ～ 17：00▷会場：パシフィコ横浜

（横浜市西区みなとみらい1-1-1）▷入場料：無料
▷主催：再生可能エネルギー協議会（JCRE）/問合
せ先：事務局03-5297-8855（シ－・エヌ・ティ内）

●「国際水素・燃料電池パートナーシップ（IPHE）
横浜フォーラム 水素社会の実現に向けて」
会期：2018年5月8日（火）▷開催時間：13：30 ～
17：10▷会場：ヨコハマ グランド インターコ
ンチネンタル ホテル＜ボールルーム＞（横浜市
西区みなとみらい1丁目1-1）▷問合せ先：横浜
市温暖化対策統括本部調整課045-671-2623

●「国際水素・燃料電池パートナーシップ
（IPHE）郡山ワークショップ「CO2フリー

水素のサプライチェーン構築に向けて」
会期：2018年5月9日（水）▷開催時間：
14：00 ～ 16：00▷会場：郡山ビューホ
テルアネックス（福島県郡山市中町10-
10）▷問合せ先：新エネルギー・産業技
術 総 合 開 発 機 構（NEDO）044-520-5261

（NEDO新エネルギー部内）
●「国際水素・燃料電池パートナーシップ

（IPHE）カントリーアップデート：世界主
要国の水素・燃料電池に関わる政策動向」
会期：2018年5月11日（金）▷開催時間：
13：00 ～ 17：30▷会場：神戸ポートピ
アホテル（兵庫県神戸市中央区港島中町
6-10-1）▷問合せ先：新エネルギー・産
業技術総合開発機構（NEDO）044-520-
5261（NEDO新エネルギー部内）

●FCDIC第25回 燃料電池シンポジウム
会 期：2018年5月17日（木 ）・18日（金 ）
▷開催時間：〔17日〕9：30 ～ 18：35＊18：
50より交流会あり（有料8,300円）／〔18日〕9：
05 ～ 17：50▷会場：タワーホール船堀（東京
都江戸川区船堀4-1-1）▷参加費：一般参加者・
通常料金・会員1万円（税込）など各種設定あ
り要確認▷主催：（一社）燃料電池開発情報セ
ンター（FCDIC）/問合せ先：03-6206-0231

●ソーラーアセットマネジメントアジア
会期：2018年5月24日（木）／ 25日（金）▷
開催時間：＜24日＞9：00 ～ 17：00 ／＜
25日＞9：00 ～ 17：30（初日講演終了後
にネットワーキングドリンク[無料]＆ネ
ットワーキングディナー [有料\8,600円]
あり）▷会場：東京コンファレンスセン
ター・有明（東京都江東区有明3- 7 -18 
有明セントラルタワー 4F）▷参加費：各
種料金設定あり要確認▷主催：Solarpla
za International /問合せ先：https://
solarassetmanagement.asia/japanese

●シンポジウム「持続可能なバイオマスの要件
とは～経済循環とLCAの視点から考える～」
会期：2018年5月25日（金）▷開催時間：
13:30 ～ 17:00▷会場：国立オリンピッ
ク記念青少年総合センター 国際交流棟
第一ミーティングルーム（東京都渋谷区
代々木神園町3-1）▷参加費：会員：
1000円／一般2000円▷主催：NPO法人バ

イオマス産業社会ネットワーク/問い合
わせ先：事務局047-389-1552

●グランド再生可能エネルギー 2018 国際
会議
会期：2018年6月17日（日）～ 22日（金）▷
会場：パシフィコ横浜（横浜市西区みな
とみらい1-1-1）▷参加費：スタンダード
料金5万円など（4月30日まで応募の場合。
それ以降は6万円）＊詳細要確認▷主催：
グランド再生可能エネルギー 2018国際
会議 組織委員会/問合せ先：03-5294-
3888（再生可能エネルギー協議会内）

●『熱利用技術の基礎と最新動向～バイナリ
ー発電を中心に～』出版記念セミナー「熱
利用技術の基礎と最新動向～各種技術の特
徴と動向、バイナリー発電技術の詳説～」
会期：2018年6月22日（金）▷開催時間：
13：30 ～ 16：30▷会場：ちよだプラッ
トフォームスクウェア 503会議室（東京
都千代田区神田錦町3-21）▷受講料：4万
8,000円（税込・資料代込）＊メルマガ登
録者は4万3,000円（税込）／書籍同時購入
者は1万円（税込）／アカデミック価格は1
万5,000円（税込）≪詳細要問合せ≫▷主
催：株式会社シーエムシー・リサーチ/
問合せ先：03-3293-7053

新エネルギー関連
イベントカレンダー（4月～ 6月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会

▼
３
Ｅ
と
い
う

　
キ
ー
ワ
ー
ド
に
つ
い
て

従
来
か
ら
日
本
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
政
策
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と

し
て
、
３
Ｅ
が
提
唱
さ
れ
て

き
た
。
３
つ
の
Ｅ
と
は
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ

ｇ
ｙ
）
」
「
経
済
（
Ｅ
ｃ
ｏ
ｎ

ｏ
ｍ
ｙ
）
」
「
環
境
（
Ｅ
ｎ
ｖ

ｉ
ｒ
ｏ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）］
で

あ
る
。
最
新
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

基
本
計
画
で
は
、
３
Ｅ
＋
Ｓ

と
し
て
、
「
安
全
性
」
（
Ｓ
ａ

ｆ
ｅ
ｔ
ｙ
）
が
追
加
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
、
東
日
本
大

震
災
に
連
動
し
て
発
生
し
た

福
島
第
一
原
発
事
故
に
由
来

し
て
の
こ
と
で
あ
る
。

３
Ｅ
に
つ
い
て
は
、
か
つ

て
「
ト
リ
レ
ン
マ
」
（trile

mma
）
と
し
て
説
明
し
て
い

た
時
代
が
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
は
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
の

ほ
か
、
環
境
対
策
と
経
済
成

長
を
両
立
す
る
必
要
が
あ

り
、
全
体
と
し
て
三
立
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
ト
リ
レ
ン
マ

で
あ
る
と
の
解
釈
や
思
考
で

あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
あ
た
か

も
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
が
困
難

な
課
題
で
あ
る
と
の
付
箋
の

よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

が
、
３
Ｅ
の
三
立
も
し
く

は
三
者
共
存
を
目
標
と
す
る

社
会
づ
く
り
に
向
か
う
合
言

葉
と
し
て
、
率
直
に
こ
れ
だ

け
を
合
唱
す
る
の
で
よ
い
の

で
は
と
、
筆
者
は
考
え
る
。

事
実
、
Ｓ
が
追
加
さ
れ
、
ト

リ
レ
ン
マ
と
の
整
合
性
は
、

い
う
意
味
も
あ
る
。
知
恵

は
、
技
術
で
も
あ
る
。
私
た

ち
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る

関
わ
り
は
、
そ
の
国
際
的
な

「
需
要
拡
大
」、「
資
源
枯

渇
」、
そ
し
て
「
持
続
可
能

性
」
と
い
う
ト
リ
レ
ン
マ
の

真
っ
た
だ
中
に
あ
る
。
そ
の

解
決
の
切
り
札
が
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
り
、
太
陽

の
恵
み
に
由
来
す
る
。

こ
れ
ま
で
、
人
間
の
優
位

さ
を
励
み
と
し
て
人
工
の
時

空
間
を
都
市
に
求
め
て
き

た
。
い
ま
、
そ
の
解
決
策
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
対
策
の

よ
り
ど
こ
ろ
は
、「
知
恵
」

に
あ
る
。
従
っ
て
、
環
境
技

術
、
経
済
予
測
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
技
術
も
、
実
は
「
ア
ー

ト
」
に
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

ア
ー
ト
本
来
の
芸
術
性
も
解

決
策
の
中
に
織
り
込
む
必
要

が
あ
る
。

関
連
し
て
掲
げ
た
図
が
、

赤
道
直
下
の
国
、
エ
ク
ア
ド

ル
の
国
旗
で
あ
る
。
年
中
毎

日
、
等
し
く
太
陽
の
恩
恵
を

受
け
る
国
で
あ
る
。
太
陽
神

を
象
徴
的
に
ア
ー
ト
に
し
て

い
る
。

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ア
ー
ト

著
作
『
ア
ー
ト
と
社
会
』

（
竹
中
平
蔵
・
南
條
史
生
の

編
著
、
東
京
書
籍
、
２
０
１

６
年
）
が
あ
る
。
本
著
は
２

部
構
成
で
、「
ア
ー
ト
と
社

会
」、「
社
会
と
ア
ー
ト
」
と

し
て
、
主
客
を
入
れ
替
え

て
、
12
名
の
識
者
が
相
補
的

に
論
じ
て
い
る
。
ア
ー
ト
の

持
つ
パ
ワ
ー
の
ほ
か
、
そ
の

文
化
的
な
潜
在
性
と
顕
在
性

を
述
べ
て
い
る
。
残
念
な
が

ら
、
社
会
の
中
に
お
い
て
、

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
に
は
触
れ

て
い
な
い
。

追
補
的
に
、
筆
者
が
こ
こ

で
触
れ
て
お
き
た
い
こ
と

は
、「
ア
ー
ト
と
エ
ネ
ル
ギ

ー
」
に
つ
い
て
、
そ
し
て

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
ア
ー
ト
」

に
つ
い
て
で
あ
る
。
そ
の
詳

解
は
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
ア
ー

ト
論
と
し
て
、
次
回
に
述
べ

た
い
。

も
は
や
取
れ
て
い
な
い
。

▼
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

　
と
は

再
び
従
来
の
話
題
で

あ
る
が
、「
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
と
い
う
経
済
産

業
省
発
信
の
術
語
が
、

か
つ
て
使
わ
れ
て
い

た
。
そ
の
典
拠
は
「
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
法
」
に
あ

る
が
、
主
に
日
本
国
内

で
の
称
呼
で
あ
り
、
最

近
は
「
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
」
が
常
用
さ

れ
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

い
う
術
語
に
置
き
換
え

ら
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
変
遷
は
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
や
需
要
と
い
う

状
況
変
化
に
由
来
す
る
。
し

か
し
、
重
要
な
こ
と
は
、
法

律
に
よ
り
そ
の
呼
称
が
、
状

況
に
与
え
る
影
響
の
大
き
さ

で
あ
る
。
明
ら
か
に
、
世
界

標
準
と
国
内
標
準
の
ミ
ス
ギ

ャ
ッ
プ
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

お
け
る
状
況
に
遅
速
を
つ
く

り
出
し
て
い
る
。

「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
」
の
対

象
が
、〝
経
済
性
の
面
に
お

け
る
制
約
か
ら
普
及
が
十
分

で
な
い
も
の
〟
で
あ
る
と
い

う
烙
印
は
、
そ
の
普
及
に
影

響
を
与
え
た
。
従
来
あ
っ
た

経
産
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

の
担
当
課
名
は
、「
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
対
策
課
」
で
あ
っ
た

が
、「
対
策
」
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
対
象
と
し
て
「
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
」、
と
い
う
意

識
の
象
徴
に
見
え
る
。

本
紙
は
、『
新
エ
ネ
ル
ギ

ー
新
聞
』
と
称
し
て
い
る

が
、
経
産
省
の
い
う
「
新
エ

ネ
ル
ギ
ー
」
と
は
異
な
り
、

い
ま
時
代
が
創
り
出
し
て
い

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

新
化
や
進
化
の
状
況
に
掛
か

る
情
報
を
伝
え
る
、
と
い
う

意
味
で
は
な
い
か
と
筆
者
は

理
解
し
て
い
る
。
Ｆ
ａ
ｃ
ｅ

ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
に
よ
れ
ば
、「
持

続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
向

け
て
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
中
心
と
し
た
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
普
及
促
進
を
サ
ポ
ー

ト
。
業
界
の
健
全
な
発
展

と
、
地
方
の
活
性
化
を
支
援

し
ま
す
。」
と
あ
る
。
地
方

の
活
性
化
に
つ
い
て
も
、
一

家
言
を
述
べ
よ
う
と
し
て
い

る
。さ

て
、
本
稿
で
は
、
３
Ｅ

か
ら
３
Ｅ
＋
Ｓ
へ
の
変
遷
に

倣
い
新
た
に
「
ア
ー
ト
（
Ａ

ｒ
ｔ
）」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

追
加
し
た
い
。「
３
Ｅ
＋
Ｓ

Ａ
」
と
な
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド

を
増
や
す
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

重
み
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ

る
が
、「
ア
ー
ト
」
は
、
各

キ
ー
ワ
ー
ド
を
包
括
的
に
と

ら
え
、
普
及
や
価
値
を
向
上

さ
せ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持

っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

以
下
、そ
の
真
意
を
述
べ
る
。

▼
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

　
　
経
済
の
重
要
性

古
典
的
な
表
現
で
は
、

「
石
炭
は
産
業
の
コ
メ
」
と

呼
ば
れ
た
時
代
が
あ
る
よ
う

に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
活
力

の
源
泉
で
あ
る
。
本
コ
ラ
ム

㉙
に
記
し
た
よ
う
に
「
能

源
」
で
あ
る
。
十
分
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
確
保
が
、
大
事
で

あ
り
、
国
レ
ベ
ル
で
は
国
家

安
定
の
要
件
で
あ
る
。
そ
れ

が
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定

供
給
」
が
唱
え
ら
れ
る
背
景

で
も
あ
る
。

経
済
は
、
ま
た
国
の
豊
か

さ
や
国
民
の
幸
福
の
前
提
と

も
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

「
経
済
成
長
」
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
。
が
、
外
的
及
び
内

的
な
多
様
な
原
因
に
よ
り
、

景
気
と
い
う
症
状
に
観
ら
れ

る
よ
う
に
、
経
済
成
長
に

は
、
ゼ
ロ
成
長
や
マ
イ
ナ
ス

成
長
な
ど
と
い
う
言
葉
が
、

い
ま
は
用
い
ら
れ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
と
経
済
は
、

密
接
な
二
大
相
補
関
係
で
あ

る
。

▼
環
境
の
意
味
と
理
解

環
境
は
ど
う
だ
ろ
う
。

「
環
境
」
は
、
主
体
者
を
取

り
囲
む
外
的
な
条
件
で
あ
る

が
、
そ
の
意
味
に
主
体
者
を

含
ん
で
は
い
な
い
。
例
え

ば
、「
地
球
環
境
」
と
は
、

主
体
者
の
地
球
の
表
層
で
の

人
間
た
ち
の
生
活
圏
を
対
象

と
し
た
用
語
で
あ
る
。「
居

住
環
境
」
も
、
身
の
回
り
の

条
件
を
指
し
、
主
体
者
の
人

や
個
人
は
含
ま
な
い
。
環
境

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
の
関
係
で

は
、
主
体
者
も
対
象
に
し
な

い
と
、
真
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
問

題
の
理
解
や
解
決
に
は
な
ら

な
い
。

▼
ア
ー
ト
の
持
つ
パ
ワ
ー

「
安
全
性
、
Ｓ
」
の
必
要

性
は
自
明
で
あ
る
。
筆
者

が
、
さ
ら
に
必
要
で
あ
る
と

選
ん
だ
の
が
「
ア
ー
ト
」
で

あ
る
。「
ア
ー
ト
」
は
、
一

般
に
は
芸
術
が
直
達
的
な
意

味
で
あ
る
が
、「
知
恵
」
と

エクアドルの国旗。太陽神の「インティ」が、〝アート〟されている


